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川柳議員  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             【開会＝午後２時５８分】  
 

ただいまから全員協議会を開催いたします。星野議員か

らは欠席の連絡を受けております。  
再会議に先立ち報道機関などから傍聴の申し出がござ

いましたら、これを許可してよろしいですか。  
 
（異議なし）  
 

では傍聴を許可します。  
それでは意見交換会について、広報広聴委員会から報告

願います。  
 

本日はこの場をお借りいたしまして、明日行われる意見

交換会について広報広聴委員会で協議しました内容をご

連絡いたします。  
明日の意見交換につきましては、議会基本条例が施行さ

れてから４回目になります。対面形式では令和元年以来の

開催となります。条例の第６条にいう、多くの市民が議会

と市政に関心を持てる、このように関心を持てるよう、第

５条第３項に列記されています方法の一つである意見交

換会を議会の活動として行うことになりました。主体的か

つ積極的にこれに取り組んでいきたいというふうに思っ

ていますので、皆さんのご理解とご協力の程、よろしくお

願いを申し上げます。そして、服装につきましては、あま

り硬くなりすぎることのないよう、今日のようなスーツで

はなく、ラフな格好でご出席ください。また、当日のお茶

とかお菓子については、この感染対策上、いろいろ配慮し

まして、こちらから用意することではなく、水分補給とし

て各自で対応していただくということで、前回１１月１５

日の広報広聴委員会で協議させていただきましたので、ご

理解ください。  
それでは、お手元にお配りしてあります意見交換会開催

要領と書いた紙の方を見てください。その開催要領、明日、

１１月１９日は１２時に皆様、羽島市民会館にご集合いた

だき、会場の準備を行います。机を運んでいただいたり、

セッティングしたりしていただきますが、そして、１３時

から受付を開始し、１３時３０分から意見交換会を開始い

たします。議員の皆さんの役割については、広報広聴委員

会で協議して、総括の司会を私、委員長が、そして受付を

柴田議員と堀議員のお２人にお願いいたします。また、写
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真記録の係につきましては、原議員にお願いをいたしてお

ります。そして、進行役が各班に１人つくんですけども、

進行役、柴田議員、安井議員、堀議員、山田議員、これは

広報広聴委員会の委員ですが、それ以外に過去に経験があ

る後藤副議長、そして糟谷議員にお願いをしたいというふ

うに考えております。よろしくお願いします。  
最新の時点で６つの班を構成することになりました。各

班での記録について１人充てて、その他４つの班に１人を

充てて、３人または２人で１班を編成することになりま

す。その編成表についてご覧ください。先日、１１月１５

日に開催しました広報広聴委員会で協議して、議席番号の

順番に皆さんの割り当てをさせていただいた次第であり

ます。お手元の羽島市議会意見交換会開催についてという

表をつけさせていただきましたので、よろしくお願いいた

します。  
次に、意見交換会の進め方としましては、ワークショッ

プ形式でそれぞれのグループにわかれて、羽島市の公共交

通について私たちの「足」について考えるというテーマで

行います。合わせてお配りしております羽島市議会意見交

換会タイムテーブルという紙がございます。このタイムテ

ーブルに沿って行っていきますし、当日各班のテーブルに

もこのタイムテーブルを用意しておりますので、時間進行

をリーダーとともに進めてください。私からは、議長の挨

拶の後、テーマに関しての意見交換会のあり方を説明し、

その後、グループワークに入っていただきます。はじめに、

意見交換会に入る前に、皆さんに簡単な自己紹介と、その

場を和ませるために何らかのアイスブレイクを挟んで、そ

れから入りたいと思います。アイスブレイクというのは氷

を溶かすという意味ですけれど、初対面の人同士が出会う

とき、その緊張を解きほぐすための手法でございます。初

めて集まる顔ぶれとうまくコミュニケーションをとって

ください。１３時３０分の開始から２０分程度でこれを行

います。  
その後、意見交換会へ移りますが、自己紹介の後、私た

ちの「足」という一人称の視点を持ちながら、自身にとっ

ての印象や、どうありたいかなど、各班で進行役を中心に

導入していただきます。テーマに対しては、単に問題点の

要望の羅列ではなく、こんな魅力がある、交通には、私達

はこういう工夫をしている、また、羽島市の足については、

より良くするために私達に何ができるかなどについてグ

ループ内で出し合っていただきたいと思います。寄せられ

た意見をもとに、それらをどのように生かして実現するこ
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とができるのかなどについて、グループ内で１３時５０分

から１４時２０分までの３０分程度で皆さんで話し合っ

てください。引き続き１０分程度でグループで出た意見を

振り返っていただき、発表に向けての整理を行っていただ

きます。  
そして、１４時３０分になりますが、１０分程度の休憩

を挟み、１４時４０分から１０分程度で、いろいろな意見

をそれぞれ付箋に書いてもらって、それらを貼りつけなが

ら、グループでまとめて発表に繋げていただくという形に

いたします。１４時５０分からは、全体セッションとして、

１グループ当たり５分程度で発表をいただきます。ここま

で１５時２５分までを予定したいと思います。そして、最

後に副議長から挨拶をいただきまして、１５時３０分に意

見交換会を終了します。  
今回は３年開けての開催となることや、過去の２回、平

成３０年と令和元年におきましても、ほぼこのようなスケ

ジュールで進行されていたことを例として進めてまいり

ます。今回も同様のタイムスケジュールでやっていきます

ので、皆さんのご経験をよろしくお願いをいたします。  
次に、テーブルの方をご覧ください。このテーブルの上

に模造紙があります。この模造紙を皆さんが対話をしなが

ら意見を書いた付箋を貼ってもらって、直接書き込んでい

ただくためのものです。付箋で全員の意見が張り出された

ら、他に意見がないか確認して、内容の近い意見同士をグ

ルーピングしていただきます。そして、特に残したい意見

や、大事にしたい意見については、みんなで考えてグルー

プで選んでいくために使いますが、基本的に自由に使って

いただいて構いません。  
最後に、この意見交換会のお願いになりますが、意見交

換会のルールといたしまして、率直に話をしましょう。そ

して、話を最後まで聞きましょう。そして、相手の意見を

否定しないようにいたしましょう。そして、判断や結論を

出さないようにいたしましょう。そして、１人が多く話さ

ないように時間を決めて話しましょう。本当にこういうミ

ーティングの基本中の基本でございますが、グループ内で

意見を一つにまとめるものではなく、最終的にはアイディ

アを結集して発展せていただきたいというふうに思って

います。あくまで回答を出すことが目的ではございませ

ん。自由に意見交換していただきたいと思います。  
次に、各テーブルごとにこのような札がありますので、

名前を書いてぶら下げながら、どなたがどのようなお名前

なのかということを確認しながら進めてください。  
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南谷佳寛議長  
 
 
糟谷議員  
 
 
 
川柳議員  
 
糟谷議員  
 
 
 
 
川柳議員  
 
 
 
 
糟谷議員  
 
 
 
川柳議員  

最後に、意見交換会は広聴の場、広報広聴の広聴ですが、

の場であります。ここで得られた結果を議会として、全委

員が共有した上で取り扱いを決定し、フィードバックさせ

る必要がございます。それぞれのグループワークの中で出

た参加者の意見などの要旨をまとめて報告していただく

ために、各班で記録用紙をまとめて提出いただき、議員全

員にあわせてお配りしております振り返りシートによっ

て結果の取りまとめをお願いいたします。お願いすること

がたくさんあって、本当に申し訳ございませんけど、参加

者は今のところ１８人の方が見えます。そして、羽島高校

からも高校生の方がいらっしゃるというふうで、本当に年

齢も幅広くいろんな方が参加されますので、良い意見を本

当に皆さんの知恵で、努力で集めてください。いろんなこ

とをお願いするばかりで申し訳ありませんけども、参加

者、そして議員双方にいろんな意味で有意義なものになる

ように取り組んで参りたいと願っていますので、皆さんの

ご協力をよろしくお願いいたします。  
 
今の説明で何かわからないこと、ご質問がありました

ら。  
 
ミーティング注意をいろいろ言われたんですけど、それ

は委員長がテーマの概要の説明の中でお話をされるんで

すか。  
 
明日の次第の中で注意事項は申し上げます。  

 
最後のグループ発表、１グループ５分発表ということで

すけど、これを発表するのは誰か決まっているんですか、

一番最初のときには市民の方に発表してもらったんです

けど、この中心になっている私達議員が発表するのか。  
 
先日広報広聴委員会の方で、私はリーダーがやるもんだ

と思っていましたが、過去にも市民の皆さんにやっていた

だくということが有意義ではないかというようなご意見

があって、そのように考えております。  
 
グループの中で市民の方の誰か代表になってもらって、

それか市民から議員やってと言われたらそれでやった方

がいいですか。  
 
どうしてもということだったら。  
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豊島議員  

 
市民の方々中心ってことでいいですね。  
 
きっと何か考えとか、本当に関心があってみえている人

なので、きっとやっていただけるかなという期待を持って

おります。  
 
もう一つすみません、意見交換会でみんなの「足」とい

うことでやるんですけど、今の実態の資料というのは、何

も提示はしませんか。今こういうふうに市としてはこうい

うふうにやっています、東回りとか、そういうものは提示

しなくて、何もなしで話し合いをしてくという。  
 
それも大切なことだと思いますけれども、今回、バスだ

けを考えたものではなく、鉄道とか自転車とか、あるいは、

例えば免許返納した後のこととか、いろんなことがありま

すので、バスだけの資料は用意していませんが、今からで

も用意できますけども、参考資料として置いた方がいいで

しょうか。これは逆に皆さんにお聞きしたいと思うんです

けど。  
 
あれば、実態はこういうふうですという。  
 
そうですね、わかりました。これはあった方がいいとい

うことであれば、明日までにできることは私の方でいたし

ます。良いご意見ありがとうございます。  
 
さっき言われた電車、名鉄線についても話し合いの真ん

中に乗せてもいいということですか。  
 
はい、公共交通の一つだと私は思っています。  
他にはないですかね。  
 
先ほどのタイムテーブル、川柳委員長からご説明ありま

したが、１３時４０分の自己紹介ですが、聞き漏らしてい

たらごめんなさい、この自己紹介は議員だけですか、参加

者の市民も、そうすると１０分で。  
 
各班にわかれて、全部で例えば６人いるとするじゃない

すか、６人で１分ずつとか。  
 
わかりました。   
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自己紹介というのも大事ですけども、アイスブレイクと

いう、お互いを知り合って初めて顔を合わせた人たちが和

やかに行くような、そういう時間でもありますので、自由

に自己紹介とか、他人紹介でもいいと思いますけど、紹介

しあってもいいと思いますが、進めてください。  
 
アイスブレイクというのは、本当にそれぞれが各グルー

プで好きな形でやればいいんですね。  
 
はい。  
 
わかりました。  
もう一つすみません、当日のテーブルのセッティング、

私達議員がやると思うんですけど、そのテーブルセッティ

ングのこういうレイアウト、どこにいくつ机を並べて、椅

子をどうするとか、そういうのは。  
 
６テーブルを想定しまして、市民会館の第１会議室、細

長い会場になりますけど、これより長いかもしれませんけ

ど、このような３つの机を並べて、これが全部で６つある

というふうにしますので、１時間あればできるかなと、そ

して会場の方には、入り口に紙を貼り付けて、ホワイトボ

ードにも公共交通について考えるという、こういう会場づ

くりを１時間かけてさせていただきますので、お忙しいと

こ申し訳ありませんが、午前中皆さん忙しいですよね、申

し訳ないですが、よろしくお願いします。  
 
すみません、受付で熱を測るとか消毒というのは受付の

２人の係の方がやっていただける。  
 
マスク着用、消毒、そして体温測定をさせていただきま

す。  
 
水分補給でペットボトルくらい買ったらだめですか、参

加される方に置いておくだけ、お茶ぐらい置いといていい

んじゃないかなって、注いで飲むわけじゃなくて、  
 
この予算は公費じゃなくて、私達のお金でやっています

ので、持ち出しになりますが、お菓子じゃなくて、ペット

ボトルだけあった方がいいですよね。そういうことで感染

対策にこだわり過ぎましたけど、それは用意させていただ
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近藤議員  

くことにいたします。  
 

タイムテーブルは川柳委員長から、詳細に説明いただい

て、一般の方には時間的なことは配布か、または、喋られ

るだけで何も記載したものは出ませんでしょうか。  
 
ホワイトボードにも掲示しますが、タイムテーブルのこ

のような細かい進行表は各テーブルに１枚置いてありま

すので、リーダーの方で確認し合いながら、もうそろそろ

時間だねというふうなことで、私も司会やる中で、もうそ

ろそろいかがですかというようなことをアナウンスさせ

ていただきます。  
 
わかりました。もう一点、これ他の例ですけど、この羽

島市委員会とは違いますけど、報道関係を含めて、取材と

か、また参加者のいわゆる写真撮影とか、そういうことで

すが、これの許諾範囲、この辺は委員会ではどのような方

向をとってみますか。  
 

一応、写真に写っていけないかどうかということは確認

をさせていただこうと思いますけども、あと、報道機関へ

の投げ込みといいますか、取材に来てくださいというアナ

ウンスはしておりますので、一応公の場というふうなこと

を考えております。  
 

意見交換会の後から、自由に意見を出してくださいっ

て、議員はあるんですけど、市民の皆様からは、そういう

ものは書いていただかないですか、参加者アンケートみた

いな。  
 
参加者全員にご意見を収集させていくために、お願いを

しております。  
あと、感染対策として当初は実際にリアルとオンライン

と併用でやろうというふうに思っていましたけども、市民

会館はオンラインできませんでしたので、実際にこういう

ことで進めてまいります。報告は以上です。  
 
ありがとうございます。  
皆さんそれでは明日よろしくお願いいたします１２時

集合になっておりますので、皆さんぜひお願いします。  
 
ちょうど全員協議会が行われて、その他という事項があ
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近藤議員  
 
後藤議員  
 
 
 
近藤議員  
 
 
議会事務局長  
 
近藤議員  
 
 
 
南谷佳寛議長  
 
近藤議員  
 

りましたので、ちょっと発言させていきますけれども、あ

る方がですね、私に問い合わせされて、１０月２８日付で

ですね、中日新聞サービスというところに市長名とそれか

ら県議会の藤本県議、それから羽島市議会議長南谷佳寛と

いう名前でですね、新聞折り込みの関係で質問状みたいの

が出てまして、これはですね議長名で出ているもんですか

ら、議員さん了解してみえますかというお尋ねでした。そ

れで私は全く知りませんということでした。それで、議長

に強く要望でお願いしてきますけども、こういった質問状

的なものに、議長という肩書きをですね、絶対に使わない

ようにお願いしておきます。こういったところに名前を貸

すなら、南谷佳寛という個人名でお願いします。以上です。

いいですか、例えばですね、南越前町への寄附のときとか、

議長名で全部文書を出しますけども、そういった場合は、

必ず議員全員に了解を取って、議長誰々と書くのが当然で

す。本当に、これいろはのいの字ですよ、議長の。ぜひそ

ういうことがないようにですね。強く要望します。今度そ

ういうことがあったら議長不信任ですよこれ、いいです

か。ちょっとついでに、これ副議長とか事務局長知ってま

すか。  
 
文章の内容は知りません。  
 
それなら議長が勝手にやったんですかこれ。  
 
勝手ではなくて、議長さんからこういうのを出しますと

いうお話は受けましたけど、内容自体はしっかり精査して

おりません。  
 
ならあかん、そんなことなら議長勝手にやったってこと

やん。局長知っとるの、それなら。  
 
知らないです。  
 
議長単独でやったのこれ、あかんよこんなこと。議長と

書いてあるのは我々も了解しとるということとみんな解

釈しますよ一般人は、ちょっと答弁してよそれなら。  
 
問題があるんですか。  
 
勝手に出したらあかんて議長名を、当たり前やそんなこ

と。  
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山田議員  
 
 
 
 
南谷佳寛議長  
 
後藤議員  
 
 
 
近藤議員  
 
 
 
山田議員  
 
 
近藤議員  
 
 
 
山田議員  
 
近藤議員  
 
 
南谷佳寛議長  
 
近藤議員  
 
南谷佳寛議長  
 
堀議員  
 
 
 
 
 
 
 

 
今のお話ですけども、この件について、文章はあるわけ

ですか。私は文章見てないわけよ、どういう文書をお出し

になったんですか、議長名で、ぜひそれは配っていただき

たい。  
 

今持ち合わせておりません。  
 
内容知らないわけじゃない、概要はお聞きしておりま

す。概要をお聞きして、議長と相談して、そうですねとい

うことで私も認識はしております。  
 
言ったけど、南谷佳寛って個人で名前出すならいいよそ

れは、議長って肩書き使ったらあかんてそれに。議長経験

者みえるけど、山田さん、糟谷さんどうやね。  
 
使えんよ。議長名で中日配送センター出した、そんなこ

とで出されるんやったら議長名で。  
 
株式会社中日岐阜サービスセンターですよ、名前に気づ

いたある方が、議員の方が全員知っているかというお尋ね

ですこれ。  
 
内容は何や。  
 
チラシのお尋ねですよ。その文書出してもらって、コピ

ーして全部、全協で出してください。  
 
今持ち合わせておりません。  
 
すぐ出してください。回答も来ているんでしょう。  

 
回答はもらえなかったです。  
 
今の件である程度噂でちょっと伝わってきてるような

ことを聞いておりますが、だけどその内容について、我々

も聞かれているわけですよ。内容についても、だから、市

民の方も言ってみえる方もあるわけですので、迷惑被って

いると言ってみえる方も市民の方の中にはあります。だか

ら我々議員として、私も知らなんだ、そういうものが出て

おりますよと言われておる、そして迷惑被っておりますよ

という、だから、私達議員としても、そういう人たちに、
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山田議員  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
藤川議員  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また市民にいろいろ説明するためにも、その内容について

当然知るべきだと思います。議長名で出ているものですの

で、だから今持ち合わせておりません、それで逃げるんで

はなしに、この後きちっとポストでもいいですので、入れ

て欲しいと思います。お願いします。  
 
改めて全員協議会をまず、これを一つの議題にして、こ

れ絶対やらないかんということです。議長は議長権限で何

でも、議会をまとめて引くものなのに、議長権限振ってあ

あでもないこうでもない言っているようなことではあか

んわけであって、議長はみんなの意見を集約して、それで

どうしましょうというふうにきちっとやらないかんです

よこれは。  
ついでに言っていいですか、実は私のことで懲罰動議が

出ましたが、あの件につきましても、きちっとですね、議

題として、また全協を開いて、あるいはそういう調査委員

会でも開いて、私はずっとこれ言い続けてきてますので、

ぜひそれを明白にしていただきたい、そういう会議を必ず

設けていただきたい。これはよろしくお願いいたします。

これ本当には私は名誉棄損、いろんなこともあってです

ね、非常に苦しめられておることは事実ですので、こんな

ことがあってはいけません。本当に、やはり我々は嘘を言

ってはいかんですわ、そういう点はしっかりと、南谷議長

のときに、全部南議長からんでいらっしゃいますので、ぜ

ひ一つこれは明白にしていただきたい。よろしく一つ、必

ずこういう会議を開いていただきたい。  
 
最初の話題と違う話題が出て、例の懲罰動議の件ですね

山田議員の、山田議員の今の話については、こういう会を

開いてほしいという話ですけれども、私どもの自民清和

会、山田議員に回答しております。そういう話はなかった

と、市長は個人名を挙げて、特定個人の誰かについての話

を、名前を挙げてしているのか知りませんと回答しており

ます。山田議員がそれに納得されていないんでしたら、山

田議員の方から特定個人の名前を挙げたという根拠を示

した上でこの場に持ち出していただきたい。それがなけれ

ば、この場に持ち出すような話じゃないんですよ。議長に

お願いしますけど、山田議員がそういう根拠を示されない

限り、そういうような会は開く必要はありません。私ども

は回答しております。それが違うとおっしゃるのでした

ら、それをちゃんと根拠を突きつけて、私どもに抗議なり、

あるいは全員で諮る、そういったことをプロセスで踏んで
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後藤議員  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
粟津議員  
 
 
 
南谷佳寛議長  
 
 
粟津議員  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
南谷佳寛議長  
 
粟津議員  
 
南谷佳寛議長  
 
 
粟津議員  

いただきたい。以上です。  
 
先ほどその中日岐阜サービスセンターですけれども、こ

れは折り込み広告を扱うところで、議長名、市長名、それ

から県議名で問い合わせをしたという形です。文句を言っ

たとかそういうことではなくて、問い合わせをして調査を

しているということで、これは中日岐阜サービスセンター

に抗議をしたとかそういうことではありません。内容も議

長からしっかりお聞きしておりますし、問い合わせです。

その問い合わせに対して回答を求めただけです。いわゆる

どういう内容だったかというと、議長からお聞きしている

のは、折込広告に対して政治的意図のあるものを折り込ん

でいいのかどうかという問い合わせですので、これは市

長、県議、議長名で問い合わせをしたというふうに認識し

ていただきたいと思います。以上です。  
 
まず一点目、今、近藤議員言われたように、文書で議長

出されたのかまず一点お答えください。出されたのを文章

で我々に見せるのか見せないのかお答えください。  
 
そういう文書は確かに出しましたけど、皆さんに見せる

ようなものじゃないと思います。質問をしただけです。  
 
これ一遍皆さんにですね、これ２回目なんですよ。今年

南谷議員は今年１月にも中日新聞に行かれましたよね、１

月に議長と野口議員と後藤議員だったかわかりませんけ

ど行ってきたと、中日新聞行かれましたよね、これ２回目

なんですよ、そのときに中日新聞は、私が１月に折り込ん

だやつを再度発行しようとしたら断られたんですよ。これ

政治活動の妨害じゃないですか、あなたたちがやったの

は、それで営業部長は記事には何も問題ないですよと、そ

れと一緒なんですよ、なぜ行ったのかと、２回も行ってい

るんですよ。  
 
営業部長はこの文章は出せませんと言われました。  
 
何の文章を。  
 
粟津議員の文章は、こういうのは新聞折り込みはできま

せんと。  
 
じゃあ部長のところ一緒に行きましょう。  
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近藤議員  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
こんなことは今やっていてもいかんですから、こういう

会議をやっていただくということだけお決めいただくと、

そう思います。  
 
やる必要ないです。  
 
何でやる必要ないんですか。おかしいでしょう。  
私は一般質問でも個人のことやと言いながら、しまいま

でやらせていただきました。今藤川議員がえらいおやりに

なるんですよね、私らは聞いておりませんと言っているの

が答えだと、けど、私は絶えず言っているんですよ、議長

にもお聞きしました。隣にみえます糟谷議員からも私は聞

いている。そういうことについてこれが事実かどうかを協

議してくださいということを私は絶えずそういうことを

言い続けてきたんですが、今のような話でやる必要がな

い、そんなことやったらこれ２年ぐらいこれまるっきり滞

留してしまっとる、これ市民のために何にもなりませんよ

こんなこと。我々は、市民のために働くためにみんな立候

補してきたのと違いますか。自分だけのためにやったんで

すか。今藤川議員がえらい力入れて言いますが、これが事

実かどうかだけ私は調べていただければ結構なんです。返

事した、だから答えやというのは子供のけんかじゃないん

ですよ。それとはちょっと違うんですから、ですからその

辺のところ、私の件についてもきちっと、第三者委員会で

も何でもいいですよ。立ててやっていただければ、いいで

すか、これ全員協議会ですから、議会の個人の会議じゃな

いですからね、ぜひ一つお願いしたいと思います。  
 
私の方から一番最初にお願いしたですね、とにかく議長

名で勝手にやってもらうことは絶対やめてください。勝手

にやることは、例えば南越前町の寄附、それから、例えば

国の方へ出す意見書、それから、商工会議所から議員の削

減とか、それから一般市民の方からいろいろと出ていま

す。それに対して協議して、必ず議長名で出すんですよこ

れ、それと一緒なんですよこれ。それだけの議長は重みが

あるんですよ、議長という肩書きは、だからそういうこと

を十分理解して、これいろはのいの字ですよ議長これ、だ

から絶対にこういうことのないように、それとその文章で

すね、文章出してくださいこれ、皆さんの前に、質問状か

何か、悪いもんじゃなければ出して、こういうものが出さ

れたよということをきちっと説明して、じゃあこれなら出
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堀議員  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
南谷佳寛議長  
 
山田議員  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
藤川議員  
 

してもいいよということで、段階を踏んでくださいきちっ

と、議長、わかりますか。そういうことですよ。何遍も言

いますけれども、南谷佳寛議員個人で出すのはいくらでも

いいんですよ、市長が出すとか、藤本県議が出すとか、そ

れは我々はとやかく言えない、そんなことは、この議長と

いう肩書きで出したやつが一番いかんのですよ、わかって

ますか。だから文書をまず出してください、こういう会議

で、全協で、いいですか、絶対出しくださいよ。  
 
今近藤議員言われましたけど、これは議長名で出してい

るということは、質問書かどうか知りませんが、その内容

が中日岐阜サービスセンターの方に出ていると、それで、

ある市民の方が出たよということで、これはちょっと困る

という方もあるわけです。だけど議長名で出たということ

は我々知っていて当然だというのが市民の見方なんです。

だから、私は絶対にこれは知りたい。どんな質問書か何か

知りませんよ、だけど質問書であろうと何であろうと議長

名で出ている、議員は知っていて当然なものが何もこうい

う場に提示されないというのは困ります。だから、絶対に

これは出していただくということでお約束をお願いいた

します。議長返事お願いします。  
 
後日ボックスの中に入れておきます。  
 
会議を開いてもらわないとあかんですよ。きちっと真実

を調査してもらわないといけないですよ、全て、どれも重

要なことですよ、このことについても、私のことについて

もそうですが、この間の私の懲罰の関係ですが、この間中

膿十市のあの会場のとこで、他の市町村のあれが僕に言い

ましたよね、あれおそらく羽島のところで話されたので、

おそらく皆さんご存知だろうと思うけれども、かなり多く

やられとるんだとか何とかいう話、これみんな知っている

んですよ、ここだけの話じゃないんですよこれ、こういう

やり方は、ですから、こういうことは本当にはっきりして

もらわんと、私テープありますので、皆さんに公表して、

そこできちっとやっていただいても結構ですから、私の件

についても、ここできちっとテープなんか公表しますの

で、そういう会を早急に一つお願いししたいと思います。

議長いかがでしょう。  
 
まずテープあるということですので、それをお示しいた

だいた上で、それをみんなで聞いて、その上で本当に会議
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柴田議員  
 
 
 
 
 
 
 
山田議員  
 
柴田議員  
 
 
 
 
 
 
山田議員  
 
 
 
 

が必要なのかどうなのかというのを判断するべきだと、聞

く前に会議開いてもしょうがないじゃないですか。  
 
会議じゃないとわからないでしょ。  
 
データでもいいんで提出してください。提出していただ

いて、各自聞いて、それで本当に会議が必要なのかどうな

のか判断すればいいじゃないですか。まずそれが出てこな

いのに、私たちの回答に納得されてない、それが正しくな

いと言い切られますけど、殴っておいてごめんで済むのか

っていうことをさっき発言されましたけど、まず本当に何

が真実なのかというところをちゃんと理解していただき

たい。それが私たちの会派が違うとおっしゃられるなら、

それは違うという根拠をちゃんと示した上で、だから会議

が必要なのではないかということを呼びかけていただき

たい。  
 
わかりました。後でごめんなさいは絶対言わないよう

に、ごめんなさいならもう全部議員辞めてくださいよ。  
 
これって全協でやる話ですかね、回答されたのは多分清

和会の方ですよね、私達そのあたり全然しっかり聞いてな

いんですけど、全員が関係あるなら全協でやるべきだと思

うんですけど、あまりそのことを存じてない議員も多分い

ると思うんですけど、その点何で全協でやろうということ

をおっしゃっているのか、その根拠を示していただけたら

と思います。  
 
柴田議員の案を出してください。  
 
私は、これ全協でやるべきじゃないですよということを

言ったんですけど、やるのであれば、これは山田議員とそ

れから、清和会の皆さん、名誉棄損の関係だということの

関係で、その関連があった方の間でやるべきことであっ

て、全協でやることではないのではないかなというふうに

思いますけれどもいかがでしょうか。  
 
それで結構です私は、その関係した方でやっていただい

て、けどこれ、第三者がおらんとあかんですよね、もちろ

ん第三者おらんとあかんですよ、証人が、議員の中から誰

かが第三者なりきちっと出していただいてやってもらわ

んと、いいですよ、まず私が言う関係者、清和会さんと公
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山田議員  
 
 
 
 
 
 
 
柴田議員  
 
 
 
 
 
藤川議員  
 

明党さんと、市長は言った方ですからこれは別として、そ

こでみっちり協議して、私の持っている資料をそこで提出

しますので、その代わり第三者を入れてほしい。奇数で３

人は入れてほしい。それでよろしいでしょうか。マスコミ

も入れましょうかね、それでいいんですけど、私はどうい

うふうでもいいんですよ、私は聞いただけですから、はっ

きり言って、だからそれが直で皆さんにお尋ねしているや

つを全部否定されるものですから、だから私、今言ったよ

うにし柴田議員の意見に賛成します。ですからぜひ一つ、

お願いいたします。  
 
今山田議員が柴田議員の話について賛成をされたとい

うことですので、この案件については山田議員と自民清和

会当事者との話し合いになるということを山田議員は同

意されたというところであります。そうしますと、他方で

私ども自民清和会は山田議員とお話をするということに

山田議員はそれを希望されているということですけども、

私ども今初めての話ですので、会派としてまだ合意形成が

できておりません。いったん持ち帰らせていただいて、会

派としてどのような話し合いの場を持つのか、あるいはど

う対応していくのかということは話し合っていきたいと

思います。また後日、山田議員にはどのようにするのか、

あるいはいつ、どこで、どのような形で会議の場を設ける

のかということを協議した上でお返事をしたいと思いま

す。よろしいでしょうか。  
 
それで結構ですが、たださっきの返事と一緒になってし

まうので、だから第三者を入れてこういう会議を催してく

ださいと私は言っている。返事はいいんですよ、返事はい

ただいていますから、聞いておりませんと返事いただいて

おりますから、もうそんなもん必要ないですよ、別に清和

会さんの方でお話いただくかいただかないかは私には関

係ない。  
 

さっきからその山田議員が開いてください開いてくだ

さいおっしゃっていますけど、相手側がこれを拒否するこ

ともできますよね、相手がいないのに勝手にやっているだ

けだったら別に会議でも何でもないのではないでしょう

か。  
 
再度申し上げますが、今この話については山田議員がそ

う希望されているということで、自民清和会と話をされた
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野口議員  
 
粟津議員  

いということですので、私ども自民清和会、会派で協議を

しまして、柴田議員ご心配の通り、その場を持つのか持た

ないのかも含めて協議して、山田議員にはお返事をさせて

いただきたいと思いますので、今お話できるところは以上

です。  
 
だから、第三者を入れてやってください。そうじゃない

と駄目です。第三者を入れてください。  
 
山田議員のご希望も踏まえながら、会派で協議いたしま

すので、協議の結果について、後ほど山田議員にお返事を

させていただきたいと思います。  
 
よろしくお願いいたします。  

 
別件でございますが、ご存知の通り、私に対する懲罰動

議が先般可決されました。いろんな方から私に問い合わせ

があって、その中の懲罰動議の発議の中に、事実根拠のな

い虚偽の発言と言わざるを得ませんということがありま

すが、私は何が虚偽だったかというのを市民の方から言わ

れても私は返答ができません。３名の議員の方、発議者の

方から文章でもって、何を、どこの部分が虚偽であったか

という説明の文書を出してください。それで私は市民の方

に説明したいですから、お願いをいたします。今、その３

名の方よろしいですか、議長聞いてください。  
 
３名の方どうですか。  

 
懲罰動議を提出し、委員会にもかけ、本会議場でも議決

をされた案件をもう１回ぶり返してやるんですか。議長ど

うなんですか。  
 

事実根拠のない虚偽の発言と書いてあるわけですよ、私

は事実根拠のない発言はしておりません。どの部分が虚偽

であったかということを市民の方に私は説明したい。どこ

の部分が虚偽であるという文書を書いて、提出していただ

ければ私はそれで市民の方に説明したいだけでございま

すので、よろしくお願いをしたいと思います。  
 
議事録見ていただければ結構だと思います。  
 
どの部分が虚偽の発言か聞いているんですよ。しっかり
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答えてください。文書で書いてください。  
 
しっかりと回答させていただきます。議事録を確認して

いただければ結構です。  
 
それでは市民の方が納得しないからもっと具体的に教

えてくださいということなんですよ。  
 
粟津議員は確か、もちろんご本人なので委員会がどうい

う議論だったかというのはご存知ないですよね。一旦、議

事録を見ていただいてご確認いただきたいと思います。  
 

委員会でどういう議論が出たかわかりませんが、私は私

の発言したことに対して虚偽の発言をした身に覚えがな

いわけですよ、だからですね、あなたたちはどこの部分、

この部分が虚偽だとしっかりとした説明をしてください

ということですよ。  
 
なぜ今、そういうことを言われるんですか、この時期に、

議決をしたんですよ、議会で、皆さんそうですよね、９月

議会、今粟津議員言われましたけど、どういう議論がなさ

れたか知りませんがと言われたので、まず議事録を確認し

ていただきたいと思います。以上です。  
 

今の話はですね、粟津議員に対しての動議の文章なんで

すね、そのことを言っているような気が私はするんです

が、動議の部分、ですからそのまま生きとるわけですよ。

懲罰委員会の方はまた別個なんですね、要するに懲罰動議

の中の文章のことを言っとるんじゃないですか。  
 
懲罰動議を出して、それを委員会にかけてるわけでし

ょ、原委員長そうですよね、そういう協議だったでしょう。

まず議事録を確認してください。  
 
だからその懲罰動議の文章のように思うんで、まずこの

懲罰動議のこれが虚偽じゃないかということを言ってい

るわけでしょ。  
 
いろいろと論点があるのでもう１回整理しましょう。粟

津議員の最初のご発言、市民から何が虚偽なのかというこ

とについて問い合わせがあって、粟津議員では何が虚偽な

のかわからないから、答えられないから教えてほしいとい
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うお話でした、そうですよね。つまり粟津議員は市民のた

めに答えを答えたい、市民に理解してもらうことが、何が

虚偽だったか知ってもらうために今の話を提案されたわ

けです。その点について何が虚偽であるかという話につい

ては、私が本会議において討論を行っておりまして、その

中で理由も述べております。その点について議事録をご確

認の上でご説明いただいてもいいですし、もし粟津議員が

直接その市民の方にお話しづらいということでありまし

たら、その市民の方から私でもいいですし、発議者であり

ます野口議員、南谷清司議員、安井議員の方にご連絡をい

ただいても結構です。粟津議員からその市民の方にそのよ

うにお伝えいただければいいんじゃないでしょうか。  
 

言ってることが違うんですよ、あなたたちは私が嘘を言

っているんでしょ、違いますか、そうでしょ、私は自分に

対して、自分の発言に対して嘘は絶対言っておりませんと

私は思っておるわけです、私は。だからどの部分でどうい

う、誰が虚偽だと言ったのか、その部分をしっかり教えて

いただければ、私が本当に皆さん、例えば本当に虚偽だと

言われるのであれば、私は素直に謝りますよ、私は何一つ

嘘を言った覚えはありませんよ、これは、私は命をかけて

もいいですよこれは。第三者で調べてくださいよこれは。 
 

すいません、話聞いてると、１個だけ私が認識してるや

つで、これ虚偽じゃないかなというところだけ、一点だけ

申し上げてよろしいですか。以前ホテルコーヨーの方に入

ったときの話で、確かＣＢＣがどこかが最初に報道したこ

とに対して、市長がリークしたということをよくおっしゃ

ってたんですけど、それはどこからそういう話が出てきた

のかもわからないですし、それはちゃんと根拠があった上

でのことなのかなっていうのがちゃんと取れているなら

別ですけど、多分取れてないと思うんですけど、それ虚偽

じゃないんですか。  
 
いいですか、それこそ先ほどの話じゃないけど、議事録

とか全部調べてくださいよ、誰が市長と言ったんですか、

一遍も言っとりませんよ。議事録それこそ見てください、

議事録に書いてあれば私は素直に認めますよ。  
 
その一つ前の、柴田議員の発言の一つ前の話に戻ります

けど、粟津議員がおっしゃられた件について、どこが虚偽

なのか、粟津さんがわからないからという話ではなかった
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はずです、市民の方がわからないから、市民の方に説明し

たいからという話だったはずですよね、その市民の方に、

粟津議員の議会での発言のどの部分が虚偽であったのか

というところを理解してもらえればいいと思います。それ

については野口議員がおっしゃったように議事録を見て

もらえば、私の討論を見ていただければわかりますし、粟

津議員がそれが違うとおっしゃられる、私の言ったことが

違うとおっしゃられるのであれば、それはそれで粟津議員

が私に対して、抗議なり何なりしていただければいいで

す。私は確認して意見申し上げていますので。  
 
私は嘘を言った覚えはないということなんですよ、あな

たたちは私は嘘を言っていると言うんでしょ、これを誰が

判定したんですか教えてくださいよ。  
 

粟津議員の虚偽の部分について、私討論で述べましたけ

れども、議事録から市長の発言が削除されているというこ

とを議会で粟津議員お話になりました。削除されているか

どうかについてですけど、削除されていなかったです。議

事録私見ました。どの部分が削除されているのかというと

ころ、粟津議員が案の定失敗したみたいなことを市長が言

われた部分が削除されているということをおっしゃられ

ていましたけれども、令和２年４月２４日の会議でそのよ

うな発言はそもそもなかったです。それが削除されている

というところはまず虚偽です。あともう一つ。  
 
あなた発言者じゃないでしょう、発議者のことを聞いた

んだよ私は。  
 

発議者じゃないでしょうって言われますけど、どの部分

が虚偽であったのか市民の方がわからないということで

粟津議員に問い合わせがあったから、その市民の方にわか

っていただくためにこの話を今提案されたんですよね、で

すからどの部分が虚偽であったかということを私調べま

したし、その上で意見も言っていますし、だからその部分

が虚偽でしたよということを今説明させていただいてお

るわけですよ。そもそもの話でその市民の方から問い合わ

せがあって、その市民の方に理解していただくというとこ

ろにこの粟津議員の提案の話がありますので、その市民の

方に理解していただくための、どの部分が虚偽であったの

かということを今私説明を申し上げているところであり

ます。  
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これは懲罰動議が出されて、懲罰委員会でその内容につ

いてしっかり議論をして、本会議にかけられ、本会議で決

定された事項ですので、議会の議決権はちゃんと重く認め

ないといけないので、こういうところで話し合うべきもの

ではないと私は思いますので、話をここで止めていただき

たいと思います。  
 

実はですね、市長も自らですね、記者会見まで開いてで

すね、議長に調査をしてくれと申し入れたという、議長先

般私と話したとき市長から申し出はなかったと言われま

したよね、調査してくれという依頼はなかったということ

ですよね、ですから、市長もそういう公式な場で調査をし

ていただきたいと言われているんですよ。これ本当に調査

委員会を作ってくださいよ議長、しっかりとした第三者機

関でですね、私ばっかりじゃないんですよ、私は少なくと

も私が失敗、私の名前を言われたことは事実なんです。こ

れ４８人出席者がおって何人もの確認をとっております

よ、あなたたちも聞いたか聞かんかったかだけですよ、で

すからですね、これしっかりとした第三者機関で調べてい

ただきたい、設立をしていただきたいと思います。議長ど

うですか。市長もお願いをしているんですよ。  
 
ちょっと確認させていただきたいんですけど、市長もお

願いしているんですよという話、市長は一体議長に何のこ

とについて調査をしてくださいという、その何のこととい

う部分がすごく大事だと思うんですけど、粟津議員の虚偽

かどうかということについてちゃんと調査をしてくださ

いということを市長はおっしゃられたんですか。その部分

をちょっと確認してからじゃないと。  
 

記者に確認してくださいよ。記者会見の議事録があるか

ないか私は知りませんけれども。  
 
粟津議員の発言が虚偽だったかどうかということを。  
 
私がＣＢＣにリークしたと類推されると、そういうよう

なことを全部調べてくださいと市長は言われたんですよ。 
 
マスコミに対してですよね、議長に調べてくださいとい

うお願いではないですよね。  
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議長に申し入れたと市長は言っているんですよ。  
 
その辺りちゃんと確認してから、発言の内容が一体何の

ことについて調査をしてくれという話なのか確認してか

ら対応した方がいいと思いますよ。  
 
この問題いろいろ出てきました。いろいろこういう問題

を抱えているわけなんすね、今議会の方は、ですから、こ

れは早急にですね、一つ一つで結構ですから、そういう委

員会なり何なり開いて、きちっとやはり精査していく、こ

んなお互いにこんなことやっとるだけではいけないわけ

ですから、これは全協ですから、これは議長さんが全部権

限持ってらっしゃいますので、議長どうですか、やってい

ただけますか。  
 
この問題はやるつもりはありません。  
 

（「何でやらないんですか、おかしいでしょう、それなら

どうやるんですか。」と呼ぶものあり）  
 
皆さん明日が市民との意見交換会なんですよ、そっちを

まず先に成功させることをぜひ考えていただきたいと思

います。こんなことばっかりやっていたら、市民の人から

何を言われるか、きちんとそれはするということで、明日

のことにまず全力をつぎ込んでもらいたいと思います。議

長、時間も遅いですのでもうここで締め切ってください。 
 

（「いつもそれで終わってまっとるがね、そういうことで

ずるずる来とるんですよ。」と呼ぶものあり）  
 
終わります。終了いたします。  
 

【閉会＝午後４時０５分】  
 


